
1 

平成23年山武市教育委員会第4回定例会会議録 

 

1. 期  日 平成23年4月20日(水) 

2. 場  所 山武市役所第7会議室 

3. 開  会 午後1時30分 

4. 出席委員 委員長 北田 正之 

 委員長職務代理者 五木田 孝義 

 委 員 髙橋 尚子 

 委 員 京相 光德 

 委 員 小野﨑 一男 

 教育長 金田 重興 

5. 欠席委員 なし 

6. 議場に出席した職員の職及び氏名 

教育部長 加瀬 芳美 

教育総務課長心得 小川 雅弘 

学校教育課長 有井 實 

学校教育課指導室長 宮川 欣也 

生涯学習課長 篠崎 君子 

スポーツ振興課長 石橋 等 

公民館長 小川 義光 

文化会館長 古田 静子 

さんぶの森公園管理事務所長 齊藤 榮一 

図書館長 小野 稔 

学校給食センター所長 宮負 勲 

 

事務局 

教育総務課総務企画係長 秋葉 一徳 

教育総務課総務企画係 青木 晃代 

 

開会  委員長が挨拶し午後1時34分開会を宣する。 

 

日程第1  ○会議録署名人の指名 

北田委員長が議長となり、京相委員を指名する。 

 

日程第2  ○会議録の承認 
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第3回定例教育委員会の会議録と第2回臨時会会議録を全員異議なく承認。 

 

日程第3  ○教育長報告 

報告書に基づき、3月18日から4月20日までの主な業務内容について報告。(主な点は

次のとおり) 

3月 22日 校長の目標申告期末面談。この制度が始まって4年過ぎた。年々内容が良く

なっており、記載内容も自己評価も高くなった。しっかり達成されている

ということになり、山武市教育が向上している証と認識している。 

 24日 行政組合教育委員会会議。事業報告・計画・規約の改正があった。人事異

動もあり、新所長が誕生した。 

 25日 文化財審議委員会。今回の津波を受け、山武市にある千人塚も将来的には

指定されるべきとの意見があった。 

  同日、市職員の人事異動内示。 

 27日 食虫植物群落を守る会総会。例年7月末に子ども教室があるが、22年度は参

加状況が少なかった。いつも日向小児童が参加しており、その背景には熱

心な先生がいる。 

 28日 県の教育研究会が来庁。23年11月に松尾小で実施される家庭科部会の研究

資料を持参していただいた。 

4月 3日 子ども会育成会総会。これまでにない参加者だった。会長の努力か。 

 6日 市長が南三陸町へ視察。副市長・部長は10日・17日の2班で行った。現場を

目の当たりにすることによって山武市の今後の復興対策について考えるこ

とが狙い。 

 8日 園長会議。教育振興基本計画で幼児期の重要性を強調すると話した。 

 11日 校長会議。あいさつの中で、地震を経緯に新しい教育をお願いしたいと話

した。 

 12日 県教育長会議。特に読書体験を重視する旨の話があった。 

 14日 成東町立東中学校を最後に退職された山本孝先生の叙位の伝達を行った。 

  同日、年度末の人事異動で県教育庁教育振興部の特別支援課長に就任され

た元酒々井町教育長の子安氏があいさつに来庁された。鴨川市が被災者23

名を受け入れるため、その準備に追われているとのこと。子安課長に教職

員研修の講師をお願いし快諾いただいている。 

 15日 グラウンドゴルフ協会総会。市バスをもっと利用したいと要望された。ス

ポーツ振興課長から事情を説明した。 

 16日 みどりみ子ども教室の開級式。年々講師が増えており、充実したものにな

っている。他にも増やしたいとも思うが分散の懸念もある。震災を教材に
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し、生きる力についてもっと考えなければならないと思っている。 

 19日 東上総教育長会議。資料を後ほど配布したい。この会議で、人事異動の際

に校長が教員を指名する制度の廃止が提案された。この制度も問題が出て

きており、「人事異動は組織の活性化のためにやっているが、指名される

のはいつも同じメンバー。見直しが必要で、廃止してはどうか」との意見

が大半だった。23年度はその方向になりそう。 

 

委員長：日程第4議決事項第6号、日程第5協議事項第1号について山武市教育委員会会議

規則第12条の規定に基づき、秘密会としたい旨、提案。 

(「異議なし」の声) 

 

日程第4 ○議決事項 

(1) 東日本大震災にかかる山武市被災園児児童生徒就学援助費の支給の特例に関する要綱

の制定について 

学校教育課長：3月11日に発生した震災の被害を受けた園児・児童・生徒及び市外から

避難してくる園児・児童・生徒を対象に援助を行い教育の円滑な実施に

資するため、山武市独自で、23年度に限り実施するもの。援助費の支給

額は、市就学援助制度の支給額を下回らないよう配慮して算定した。ま

た、援助費の受給と給食センターの給食費の免除制度と重複しないよう

にした。1年生には入学時の学用品費、5年生には宿泊を伴う校外学習費、

6年生は修学旅行費を加算した額を設定している。中学2年生は、2泊3日

の自然教室費、中学3年生は修学旅行費を見込んで設定している。大規

模半壊・床上浸水を含む半壊は、全壊の4分の3の額で設定している。48

名程の人数を想定して予算要求している。 

 

※審議の結果、原案を可決。 

 

(2) 山武市教育委員会規則で定める様式における宛名表示を改める規則の制定について 

(3) 山武市教育委員会規則で定める様式における宛名表示を改める訓令の制定について 

(4) 山武市教育委員会規則で定める様式における宛名表示を改める告示の制定について 

教育総務課長：各様式の中に「あて先」とあるのを常用漢字の改定に伴い「宛先」と改

正するもの。 

 

※審議の結果、原案を可決。 
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(5) 山武市教育振興基本計画について 

教育総務課長：3月18日から1か月パブリックコメントを募集し、意見は6件(1名)であっ

た。資料に基づき内容説明。6件の意見は既に計画に組み込まれている

ため、修正の必要はないと考える。知見の活用として学識経験者からの

提案を受けて、27・31・32ページを修正した。これをもって確定をさせ

ていただきたい。 

小野崎委員：本人への回答は。 

教育総務課長：パブリックコメントの結果は、ホームページで公表する。本人への直接

回答は不要。 

 

※審議の結果、原案を可決。 

 

(6) 山武市体育指導委員の委嘱について 

スポーツ振興課長：高校時代テニス部長の経験もあり、リーダー資質もあるのではとい

う推薦理由であった。規則の中では30名。現在21名のところの1名

追加。高齢化もあるので、今後も少しずつ増やしていきたい。 

 

※審議の結果、原案を可決。 

 

日程第 5 ○協議事項 

(1) 準要保護の認定について 

学校教育課長：新規 4 世帯 6 人、継続 20 世帯 39 人について説明。 

 

※新規 3 世帯 4 人について認定、1 世帯 2 人非該当。 

 継続 15 世帯 29 人について認定、2 世帯 7 人非該当、2 世帯 2 人申請書未提出、1 世

帯 1 人辞退。 

 

(2) 教育委員の訪問について 

学校教育課長：幼稚園2園小学校3校中学校2校を予定している。19年度からの訪問記録

をもとに選定した。6月15日は県民の日で小中学校は休みのため、こど

も園とした。 

 

 ※事務局案を了承 

 

14時50分 休憩 
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15時00分 再開 

 

(3) 教育施設(スポーツ・文化施設)の5月以降利用について 

スポーツ振興課長：4月の間は3月26日の臨時会の決定を受けて、昼間の利用を再開し、

夜間は自粛していたが、5月以降及び夏場の利用について、節電の

協力等を呼びかけながら利用できるようにしていきたい。各施設の

開館時間帯については、資料のとおり。 

さんぶの森公園管理事務所長：修繕工事の補足説明だが、武道館と中央会館は地震の影

響で天井等の修繕が必要。今月中には修繕可能。グリー

ンタワーは部材や溶接工の職員が揃わないので今月中の

再開は難しい。 

 

※協議の結果、事務局案を了承。 

 

 

日程第 6 ○報告事項 

(1) 平成23年度園児・児童・生徒数について 

学校教育課長：今年度は、幼稚園・こども園児合計 287 人、小学校生徒合計 2,656 人(昨

年度比 125 人減)、中学校生徒合計 1,731 人(昨年度比 21 人減)。今後、被

災地から成東東中・鳴浜小に各 1 名転入予定。 

(2) 平成23年度幼・小・中学校の介助員・心の教室相談員の配置について 

学校教育課長：介助員は発達障害児の発達支援。30 名配置(昨年度比 2 名減)。心の教室

相談員は 15 名(昨年度比 2 名増)。 

 

(3) 平成23年度東上総教育事務所の訪問について 

学校教育課長：平成 23 年度東上総教育事務所の訪問について説明。成東中の教育事務

所訪問日は、9 月 16 日(金)を 9 月 21 日(水)に変更。 

 

(4) 平成23年度山武市校長会の役員について 

学校教育課長：平成23年度山武市校長会の役員について説明。 

 

(5) 平成23年度山武市少年海外派遣事業について 

生涯学習課長：平成 23 年度山武市少年海外派遣事業について説明。期間は 6 泊 8 日。1

泊増えたのは昨年度の研修生からの要望に沿ったもの。研修生は、住所

を有している者で、国籍は問わない。10 名未満の場合は中止せざるを得
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ないと考える。負担金は、研修生は昨年度同様 10 万円。引率者は 3 万

円で食費相当を負担していただく。 

 

(6) 松尾運動公園野球場整備工事の完了について 

スポーツ振興課長：主な整備は次のとおり。 

①内野の舗装 

②ピッチャーマウンドを3つ(ソフトボール用、少年用、軟式用)設置 

③芝生の舗装・補修 

④外部フェンスの一部取り替え 

⑤バックネット防護マットの設置 

⑥混合土の舗装(化粧砂散布) 

⑦ファールライン部分の人工芝化 

 (試合ごとにラインを引きなおす必要がなくなった) 

⑧両型大開き扉取り替え(グラウンドに入るところの扉) 

五木田委員：スコアボードは直したのか。 

スポーツ振興課長：市予算で対応しこの工事の前に直した。 

 

(7) 平成 22 年度 3 月 17 日専決予算及び平成 23 年度 4 月 1 日専決予算について 

教育総務課長 ：22 年度 2 事業、23 年度 3 事業について報告。 

学校教育課長 ：23 年度 1 事業について報告。 

学校給食センター所長 ：23 年度 1 事業について報告。 

成東中央公民館長 ：23 年度 1 事業について報告。 

さんぶの森公園管理事務所長 ：23 年度 3 事業について報告。 

生涯学習課長 ：23 年度 1 事業について報告。 

 

(8) 5月の行事予定について 

教育総務課長 ：教育総務課の5月の行事予定について報告。 

学校教育課長 ：学校教育課の5月の行事予定について報告。 

生涯学習課長 ：生涯学習課の5月の行事予定について報告。 

スポーツ振興課長 ：スポーツ振興課の5月の行事予定について報告。 

図書館長 ：図書館の5月の行事予定について報告。 

文化会館長 ：文化会館の5月の行事予定について報告。 

 

その他 

生涯学習課長：食虫植物群落のガイドブックを配布した。小学生にも使ってもらおうと
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思っている。1冊500円で販売したいと思っている。 

給食センター所長：学校給食について3月末の臨時会で協議いただいたが、食材や電力

が確保できない場合は給食の中止もありうる旨の文書を4月5日に学

校経由で保護者あてに通知した。 

指導室長：山武市教育委員会ジャーナルを配布した。後ほどご覧いただきたい。 

教育総務課長：懸け橋第2巻第1号、小中学校に配布済み。自治会回覧は来週の予定。 

 

7. 閉会  午後3時48分 

 


